
って、PBXには「交換機型」と「サー

バー型」が登場した。さらにIPセン

トレックスやモバイルセントレックス

の出現により、システムの選定は、種

類の多さに内容の複雑さも伴って、

非常に難しくなった。

最近、IP化を行ったものの、失敗

してシステムを構築し直した事例を、

筆者はいくつも知っている。

2.システムの詳細比較

表1のシステムのうち、Skypeを除

く8種類について、図と表に詳しくま

とめた。資料として保存したり、持

ち歩けるように、本稿の後半3ペー

ジに掲載した。

図6は、8つのシステムのイメージ

である。表2は、各システムのメリッ

トとデメリット、どのような企業・業

種に適しているのか等を整理したも

のだ。

表中「自営型」とあるのは、ユーザ

ー自らが直接メーカーやディーラー

から購入し、構築・運用する導入形

態をいう。これに対し、キャリアに

構築を依頼する形態を「直営型」と

呼ぶ。ともに古い電話業界用語なの

で、表では「直営型」を「キャリア型」

と表現した。

3.提案方法

次に、ユーザーに提案する際に注

意しなければならないポイントを説

明しよう。

残念ながら、システムの選定や提

案方法に「王道」はない。顧客の会

社にマッチしたシステムを選定する

しかないのだ（図4）。

そのためには、顧客の会社の実態

をキチンと把握し、問題解決（ソリ

ューション）型の提案を心掛ける必

テレコミュニケーション JANUARY 2006 31

長らく企業の音声系通信設備を管

挙してきた総務部長は、IP時代の到

来で、もたもたしていると「蚊帳の外」

に追いやられてしまうことになってき

た（図1）。

図2と図3は、選択肢氾濫の現況

を、従来と比較したものだ。IP電話

登場以前の選択肢は、単純合計で

30種程度だったが、現在では130種

前後にまで増え、比較検討は複雑・

困難を極めるようになった。

企業用IP電話システムの種類は表

1のように、9種類に整理できる。

これらのシステムには、それぞれ

メリットとデメリットがある。営業マ

IP化の波が急激に押し寄せてき

て、「これからのビジネスはレガシー

よりもIPだ」と喧伝されたため、ユ

ーザーもディーラーもその気になっ

た。

だが実際の商談では、今一つ実績

が上がらず、「IP疲れ」の様相を呈し

ている。また、ディーラーは適切なIP

化の提案ができずに悩んでいる節も

ある。

そこで本稿では、顧客への提案に

際し、①どのようなシステムがあり、

②それぞれのシステムのメリット・デ

メリットを明らかにし、③それらを提

案するのに適した業種等についてポ

イントを解説する。

1.IP化システムの種類

IPの時代になって、選択肢氾濫時

代を迎えている。レガシーの時代に

は、PBXは国内大手4社とNTTほ

かいくつかのメーカー、さらに海外

製品もあった。だが、乱暴な言い方

をすれば、システム内容は大同小異

であった。

ンやSEの顧客企業の要件にピタリ

と合致するものもあれば、選択肢に

も入らないものもあるだろう。

レガシー時代の大同小異のシステ

ムなら、異なるメーカーのものを採

用しても、トラブルが発生する確率

は少なかった。

だがこれからは違う。IP時代にな

電話をIP化する方法は多岐にわたり、すべての手法を理解し
ている人は少ない。また、顧客に何を提案すべきか悩んでいる
ディーラーも多い。これらの点について、藤島信一郎氏に解説
していただいた。（編集部）

I P 化提案方法
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まず顧客の現状を正確に把握
8タイプからメリットを比較検討

図1 選択肢氾濫時代の到来

システムの選択肢が氾濫して 
“悩ましい時代”が到来した！ 

総務部長 
 

＜補足＞ 
IP時代の到来は、選択肢を格段に増やすことと
なった。しかも、同じカテゴリーでも、提供会社
によってまったくシステム内容が異なったりする 

図2 IP時代以前（従来）の選択肢

悩みは少なかった！ 

④ 

③ 

② 

ビジネスホンも 
PBXも 

各社大同小異 

固定電話が主役。 
携帯電話登場 
（注1） 

通信キャリアは 
NTT主体 

選択肢は3つ 
（固定電話・携帯電話・PHS） 

（注2） 

10数社が競合するが 
比較は容易 

通信コスト 
削減策も 
限定 

（1） 
PBXの「内線 
サービスクラス」 
機能の活用 

（2） 
PBXの 

「課金装置」 
活用による 

「予実算管理」 

（3） 
専用線利用の 
自社ネット 
ワーク構築 

回線使用種別は 
数種あり 

選択肢は 
約30個 
比較単純 

＜補足＞ 
単純合計でおよそ30個程度だった。しかもメーカー
による差は少なく「大同小異」だった 

① 

（注1）携帯電話対策は少々悩みの種ではあった 
（注2）固定はNTT以外あり、携帯・PHSは各3社あり 

図3 IP時代の選択肢

キャリア等 
大手10数社 
競合 

キャリア 
大手3社競合 

キャリア等 
10社弱競合 

しかも、 
各社各様 

具体策は 
3つある！ 

具体策は 
3つある！ 

（1） 
「相対契約」 
他、制度の 
活用 

（2） 
IP電話の 
検討 

（3） 
携帯電話 
対策 

具体策は 
4つある！ 

悩ましい極み！ 
比較検討は不可能？ 

③ 

② 

（1） 
PBXは 
IP-PBXに 
するか 

法人用 
「光IP電話」 
にするか 

（3） 
モバイルセン 
トレックスに 
するか 

（4） 
無線IP 

電話システム 
にするか 

（2） 
IPセントレックス 
にするか 

選択肢は 
約130個 
比較複雑 

① 
通信キャリアは 
雨後の筍 

固定電話は5社。 
IPキャリアは80社！ 

固定電話は脇役？ 
IP電話主役？ 

現在の競合は数社！ 

ビジネスホンも 
PBXも 

選択肢氾濫 

④ 
通信コスト 
削減策も 
選択肢氾濫 

10数社 
競合 

＜補足＞ 
単純合計でおよそ100～130個もある。大きな悩みは、キャリア
やメーカーによってシステムがまったく違うことが多くなってき
たことだ 

表1 今後選択の対象となる企業通信システム

システム名称

①レガシーPBX等＋IP-GW

②IPビジネスホン

③IP-PBX（交換機型）

④IP-PBX（サーバー型）

⑤IPセントレックス（キャリア型）

⑥IPセントレックス（自営型）

⑦モバイルセントレックス（キャリア型）

⑧モバイルセントレックス（自営型）

⑨Skypeの企業利用

ワンポイント説明

ゲートウェイでIP化

ビジネスホンのIP化

交換機ベースのIP-PBX

サーバーベースのIP-PBX（SIPサーバー）

キャリア提供のIPセントレックス（各社各様）

メーカーが提供するIPセントレックス（各社各様）

キャリアが提供するモバイルセントレックス
（各社ごとにコンセプトがまったく異なる）

メーカーが提供するモバイルセントレックス

Skypeを企業で使いこなす（今後の検討課題）

＜補足＞
これらの内容やメリット・デメリット、提案時の注意事項などを図6と表2に示した。Skypeはまだ、企業利用の兆し
が出てきた程度なので、今回は説明を割愛した

エアポケットから
脱するかIP電話
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